
取り組みのすすめ方

ｒノ自己改革の考え方

９つの重点実施分野（改革の方向性）に基づき、各ＪＡが自己改革の取組施策を策定・実践します

自己改革の３つの基本目標につながる下表の９分野
（①～◎）を、本大会の「重点実施分野」とします。

とくに、「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」に
関連する６分野（◎～〇）を、最重点分野とし、全ての
ＪＡで取り組みをすすめます。

基本目標 重点実施分野（９分野）
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多様な担い手
（準主業農家など）
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． 担い手経営体のニーズに応える個別対応
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マーケットインに基づく生産・販売事業方式への転換
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勤今 付加価値の増大と新たな需要開拓への挑戦
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． 新たな担い手の育成や担い手のレベルアップ対策

　

営農．経済事業への経営資源のシフト

平
ＪＡ事業を通じた生活ィンフラ機能の発揮

　　　

１， ＪＡくらしの活動を通じた地域コミュニティの活性化

　

正・准組合員のメンバーシップの強化

　

准組合員の「農」に基づくメンバーシップの強化

（注）組合員類型の区分は、類型化対応の例示であり、各ＪＡが実態にあわせて整理するものです。なお、本表では以下の基準で区分しています。
○担い手経営体…販売金額「，０００万円以上の経営体
○中核的担い手…販売金額３００万円以上の経営体
○多様な担い手…販売金額３００万円未満の経営体

「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」の実現を組合員と徹底的に話し合い、課題と目標を共有します

最重点課題は「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」

ＪＡは、営農・経済事業を通じて、最重点課題である
「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」の実現に
取り組みます。
組合員との話し合いに基づく自己改革の取組施策の策定

ＪＡは、農業者の所得増大や生産拡大をどのように実
現するか、生産部会、支店懇談会等あらゆる機会を捉
えて、徹底的に話し合い、自己改革を策定します。

　

有利販売

　

による
販売単価アップ

需要に応じた
生産量の拡大

ＪＡグループ共通目標として掲げる「販売品取扱高の拡大」

特に、厳しい環境のなかでも、「農業者の所得増大」
に直結する「販売品取扱高の拡大」をどのようにした
ら実現できるか、組合員とともに課題と目標を共有化
し、実現のための施策を策定・実践します。

国および地方自治体と連携した農業政策の確立

国および地方自治体に対して、担い手育成や経営所得
安定対策など、必要となる農業政策の確立を求めます。
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に加えて、
活用や６次産業化等によ
る利用・加工事業を含め
たものとします。
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